
(57)【要約】

　【課題】油圧機器からの戻り油の受け入れポートを、

リターン室に収納されているリターンフィルタの側面に

設けることができる等、設計の自由度がきく構造をした

作動油タンクを提供する。

　【解決手段】油圧機器からの戻り油の受け入れポート

４が接続されたリターン室２を作動油タンク１内に有し

、該リターン室２にリターンフィルタ３を収納するとと

もに、リターンポート５を介してリターン室２と作動油

タンク１内とを連通させた建設機械の作動油タンクであ

って、受け入れポート４とリターンフィルタ３との間に

防護部材８を設け、受け入れポート４から流入した戻り

油を、リターンフィルタ３の前側で一旦防護部材８に衝

突分散させ、受け入れポート４からの戻り油がリターン

フィルタ３に直接当たらないようにした。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 油 圧 機 器 か ら の 戻 り 油 の 受 け 入 れ ポ ー ト が 接 続 さ れ た リ タ ー ン 室 を 作 動 油 タ ン ク 内 に 有
し 、 該 リ タ ー ン 室 に リ タ ー ン フ ィ ル タ を 収 納 す る と と も に 、 リ タ ー ン ポ ー ト を 介 し て 前 記
リ タ ー ン 室 と 前 記 作 動 油 タ ン ク 内 と を 連 通 さ せ た 建 設 機 械 の 作 動 油 タ ン ク に お い て 、
　 前 記 受 け 入 れ ポ ー ト と 前 記 リ タ ー ン フ ィ ル タ と の 間 に 防 護 部 材 を 設 け 、 前 記 受 け 入 れ ポ
ー ト か ら 流 入 し た 戻 り 油 を 、 前 記 リ タ ー ン フ ィ ル タ の 前 側 で 一 旦 防 護 部 材 に 衝 突 分 散 さ せ
、 前 記 受 け 入 れ ポ ー ト か ら の 戻 り 油 が 前 記 リ タ ー ン フ ィ ル タ に 直 接 当 た ら な い よ う に 構 成
し た こ と を 特 徴 と す る 建 設 機 械 の 作 動 油 タ ン ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 受 け 入 れ ポ ー ト を 、 上 記 リ タ ー ン フ ィ ル タ の 側 面 と 対 峙 す る 位 置 に 設 け て な る 請 求
項 １ 記 載 の 建 設 機 械 の 作 動 油 タ ン ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 建 設 機 械 の 作 動 油 タ ン ク に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 設 計 の 自 由 度 を 向 上 さ せ
る こ と が で き る 建 設 機 械 の 作 動 油 タ ン ク に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 こ の 種 作 動 油 タ ン ク に は 、 戻 り 油 に 混 入 し た 塵 埃 や 摩 耗 粉 を 除 去 す べ く 、 タ ン
ク の 内 部 に リ タ ー ン フ ィ ル タ を 内 装 し た も の が あ る 。 こ の よ う な も の で は 、 作 動 油 タ ン ク
内 に 、 リ タ ー ン フ ィ ル タ を 収 納 し て な る リ タ ー ン 室 を 設 け 、 リ タ ー ン ポ ー ト を 介 し て リ タ
ー ン 室 と 作 動 油 タ ン ク 内 と を 連 通 さ せ た 構 造 に な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 建 設 機 械 の 作 動 油 タ ン ク の 一 例 を 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す 。 作 動 油 タ ン ク １ 内 に リ タ
ー ン 室 ２ を 備 え 、 こ の リ タ ー ン 室 ２ に リ タ ー ン フ ィ ル タ ３ を 収 納 し て あ る 。 該 リ タ ー ン 室
２ の 上 部 に は 油 圧 機 器 (図 示 せ ず )か ら の 戻 り 油 が 流 入 す る 受 入 れ ポ ー ト ４ が 接 続 さ れ 、 該
リ タ ー ン 室 ２ の 底 部 は リ タ ー ン ポ ー ト ５ を 介 し て 作 動 油 タ ン ク １ 内 に 連 通 し て い る 。 そ し
て 、 作 動 油 タ ン ク １ の 底 部 に 設 け た 出 口 ポ ー ト ６ は 、 油 圧 ポ ン プ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 油 圧 機 器 を 通 過 し た 油 は 、 作 動 油 タ ン ク １ に 流 入 す る が 、 先 ず 、 受 入 れ ポ ー ト ４ か ら 一
旦 、 リ タ ー ン 室 ２ に 受 け 入 れ ら れ 、 リ タ ー ン フ ィ ル タ ３ を 通 過 す る 際 に 油 中 の コ ン タ ミ ナ
ン ト が 除 去 さ れ る 。 リ タ ー ン フ ィ ル タ ３ で 濾 過 さ れ た 油 は 、 リ タ ー ン ポ ー ト ５ か ら 作 動 油
タ ン ク １ 内 へ 流 入 し 、 作 動 油 タ ン ク １ に 収 容 さ れ る 。 油 圧 機 器 を 駆 動 す る こ と に よ り 、 作
動 油 タ ン ク １ に 収 容 さ れ て い る 油 は 順 次 出 口 ポ ー ト ６ か ら 流 出 し て い く 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 受 け 入 れ ポ ー ト ４ か ら リ タ ー ン 室 ２ 内 に 流 入 す る 戻 り 油 は 、 流 量 が 多 く 、 ま
た 圧 力 も 高 い 。 こ の た め 、 受 け 入 れ ポ ー ト ４ を 、 例 え ば 図 ４ 中 に 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、
リ タ ー ン フ ィ ル タ ３ の 側 面 と 対 峙 す る 位 置 に 設 け 、 受 け 入 れ ポ ー ト ４ か ら 流 入 し た 戻 り 油
が リ タ ー ン フ ィ ル タ ３ の 側 面 に 直 接 当 た る よ う に す る と 、 高 い 圧 力 を 受 け て リ タ ー ン フ ィ
ル タ ３ に 穴 が 開 く 虞 が あ る 。 そ こ で 、 従 来 で は 、 受 け 入 れ ポ ー ト ４ を 、 図 ４ 中 に 実 線 で 示
す よ う に リ タ ー ン フ ィ ル タ ３ の 上 方 に 設 け 、 受 け 入 れ ポ ー ト ４ か ら 流 入 し た 戻 り 油 が リ タ
ー ン フ ィ ル タ ３ に 直 接 当 た ら な い よ う な 構 造 が と ら れ て い る 。 な お 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ
れ て い る 作 動 油 タ ン ク も 、 同 様 の 構 造 が と ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ８ ０ ４ ７ ５ 号 公 報 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 １ 記 載 に 記 載 さ れ て い る 作 動 油 タ ン ク の 構 造 や 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 し た 作 動 油
タ ン ク の 構 造 で は 、 受 け 入 れ ポ ー ト か ら 流 入 し た 戻 り 油 が リ タ ー ン フ ィ ル タ に 直 接 当 た ら
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な い よ う に す る た め に 、 受 け 入 れ ポ ー ト を リ タ ー ン フ ィ ル タ の 上 方 に 設 け た 構 造 が と ら れ
て い る 。 そ の た め 、 リ タ ー ン フ ィ ル タ の 上 面 と 作 動 油 タ ン ク の 天 井 面 と の 間 に 、 受 け 入 れ
ポ ー ト か ら 流 入 し た 戻 り 油 を 落 下 さ せ る 空 間 を 確 保 す る 必 要 が あ り 、 作 動 油 タ ン ク の 高 さ
も 必 然 的 に 大 き く な り 、 高 さ の 低 い 作 動 油 タ ン ク を 希 望 す る 場 合 に は 、 設 計 上 の 障 害 に な
る 。 こ の よ う に 、 従 来 の 作 動 油 タ ン ク の 構 造 で は 、 受 け 入 れ ポ ー ト を リ タ ー ン フ ィ ル タ の
側 面 位 置 に 設 け る こ と が で き な い 等 、 設 計 が し づ ら い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 油 圧 機 器 か ら の 戻 り 油 の 受 け 入 れ ポ ー ト を 、 リ タ ー ン 室 に 収 納 さ れ て い る リ タ
ー ン フ ィ ル タ の 側 面 に 設 け る こ と が で き る 等 、 設 計 の 自 由 度 が き く 構 造 を し た 作 動 油 タ ン
ク を 提 供 す る た め に 解 決 す べ き 技 術 的 課 題 が 生 じ て く る の で あ り 、 本 発 明 は こ の 課 題 を 解
決 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ り 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 油
圧 機 器 か ら の 戻 り 油 の 受 け 入 れ ポ ー ト が 接 続 さ れ た リ タ ー ン 室 を 作 動 油 タ ン ク 内 に 有 し 、
該 リ タ ー ン 室 に リ タ ー ン フ ィ ル タ を 収 納 す る と と も に 、 リ タ ー ン ポ ー ト を 介 し て 前 記 リ タ
ー ン 室 と 前 記 作 動 油 タ ン ク 内 と を 連 通 さ せ た 建 設 機 械 の 作 動 油 タ ン ク に お い て 、 前 記 受 け
入 れ ポ ー ト と 前 記 リ タ ー ン フ ィ ル タ と の 間 に 防 護 部 材 を 設 け 、 前 記 受 け 入 れ ポ ー ト か ら 流
入 し た 戻 り 油 を 、 前 記 リ タ ー ン フ ィ ル タ の 前 側 で 一 旦 防 護 部 材 に 衝 突 分 散 さ せ 、 前 記 受 け
入 れ ポ ー ト か ら の 戻 り 油 が 前 記 リ タ ー ン フ ィ ル タ に 直 接 当 た ら な い よ う に 構 成 し た こ と を
特 徴 と す る 建 設 機 械 の 作 動 油 タ ン ク を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 受 け 入 れ ポ ー ト か ら の 戻 り 油 は 、 受 け 入 れ ポ ー ト と リ タ ー ン フ ィ ル
タ と の 間 に 設 け ら れ て い る 防 護 部 材 に 一 旦 衝 突 し 、 こ こ で 勢 い が 弱 め ら れ て 、 そ の 後 、 リ
タ ー ン フ ィ ル タ に 向 か っ て 流 れ る 形 と な る 。 こ の た め 、 受 け 入 れ ポ ー ト が リ タ ー ン 室 の ど
の 位 置 に 設 け ら れ て い よ う と も 、 受 け 入 れ ポ ー ト か ら 流 入 し た 戻 り 油 は 直 接 リ タ ー ン フ ィ
ル タ に 当 た る こ と が な い の で 、 戻 り 油 の 高 圧 力 で リ タ ー ン フ ィ ル タ に 穴 が 開 く と い う よ う
な こ と が な く な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 上 記 受 け 入 れ ポ ー ト を 、 上 記 リ タ ー ン フ ィ ル タ の 側 面 と 対 峙 す
る 位 置 に 設 け て な る 建 設 機 械 の 作 動 油 タ ン ク を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 受 け 入 れ ポ ー ト を 、 リ タ ー ン フ ィ ル タ の 側 面 と 対 峙 す る 位 置 に 設 け
る こ と に よ り 、 作 動 油 タ ン ク の 高 さ 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 受 け 入 れ ポ ー ト が リ タ ー ン 室 の ど の 位 置 に 設 け ら れ て い て も 、
戻 り 油 の 圧 力 で リ タ ー ン フ ィ ル タ に 穴 が 開 く と い う こ と が な い の で 、 受 け 入 れ ポ ー ト を 自
由 な 位 置 に 設 け る こ と が 可 能 に な り 、 作 動 油 タ ン ク を 設 計 す る 上 で の 自 由 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 作 動 油 タ ン ク の 高 さ 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が 可 能 に な る
の で 、 請 求 項 １ 記 載 の 作 用 効 果 に 加 え て 、 さ ら に 小 形 化 及 び 低 背 形 化 が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 建 設 機 械 の 作 動 油 タ ン ク に つ い て 、 好 適 な 実 施 例 を あ げ て 説 明 す る
。 油 圧 機 器 か ら の 戻 り 油 の 受 け 入 れ ポ ー ト を 、 リ タ ー ン 室 に 収 納 さ れ て い る リ タ ー ン フ ィ
ル タ の 側 面 に 設 け る こ と が で き る 等 、 設 計 の 自 由 度 が き く 構 造 を し た 作 動 油 タ ン ク を 提 供
す る と い う 目 的 を 達 成 す る た め に 、 油 圧 機 器 か ら の 戻 り 油 の 受 け 入 れ ポ ー ト が 接 続 さ れ た
リ タ ー ン 室 を 作 動 油 タ ン ク 内 に 有 し 、 該 リ タ ー ン 室 に リ タ ー ン フ ィ ル タ を 収 納 す る と と も
に 、 リ タ ー ン ポ ー ト を 介 し て 前 記 リ タ ー ン 室 と 前 記 作 動 油 タ ン ク 内 と を 連 通 さ せ た 建 設 機
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械 の 作 動 油 タ ン ク に お い て 、 前 記 受 け 入 れ ポ ー ト と 前 記 リ タ ー ン フ ィ ル タ と の 間 に 防 護 部
材 を 設 け 、 前 記 受 け 入 れ ポ ー ト か ら 流 入 し た 戻 り 油 を 、 前 記 リ タ ー ン フ ィ ル タ の 前 側 で 一
旦 防 護 部 材 に 衝 突 分 散 さ せ 、 前 記 受 け 入 れ ポ ー ト か ら の 戻 り 油 が 前 記 リ タ ー ン フ ィ ル タ に
直 接 当 た ら な い よ う に 構 成 し た こ と に よ り 実 現 し た 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 建 設 機 械 の 作 動 油 タ ン ク を 示 す 。 な お 、 説 明
の 都 合 上 、 従 来 と 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。 図 １ 及 び 図
２ に 示 す よ う に 、 作 動 油 タ ン ク １ 内 の リ タ ー ン 室 ２ に は 、 油 圧 機 器 (図 示 せ ず )か ら の 戻 り
油 の 受 け 入 れ ポ ー ト ４ が 、 リ タ ー ン フ ィ ル タ ３ の 側 面 と 対 応 す る 位 置 に 接 続 さ れ て い る 。
ま た 、 受 け 入 れ ポ ー ト ４ と リ タ ー ン フ ィ ル タ ３ と の 間 に は 、 防 護 部 材 ８ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 防 護 部 材 ８ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 金 属 板 材 で あ り 、 本 体 部 ９ の 上 下 両 端 部 分 を 各 々 同
一 方 向 に 向 か っ て 略 直 角 に 折 り 曲 げ 、 断 面 コ 字 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 防 護 部 材 ８
は 、 左 右 の 両 側 面 を 開 放 さ せ た ま ま の 状 態 で 、 上 下 の 両 端 部 １ ０ ， １ ０ を そ れ ぞ れ リ タ ー
ン 室 ２ の 内 面 に 固 定 し 、 本 体 部 ９ が 受 け 入 れ ポ ー ト ４ の 前 面 に 立 ち ふ さ が る よ う に し て 取
り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 動 作 を 説 明 す る 。 油 圧 機 器 を 通 過 し た 油 は 作 動 油 タ ン ク １ に 戻 さ れ る が 、 先 ず 、
受 入 れ ポ ー ト ４ か ら リ タ ー ン 室 ２ に 流 入 す る 。 そ の 際 、 受 入 れ ポ ー ト ４ か ら の 戻 り 油 は 、
直 接 リ タ ー ン フ ィ ル タ ３ に 当 た る こ と な く 、 受 け 入 れ ポ ー ト ４ の 前 に 立 設 さ れ た 防 護 部 材
８ の 本 体 部 ９ に 一 旦 衝 突 し 、 該 本 体 部 ９ の 内 面 で 分 散 し て 、 勢 い が 弱 め ら れ た 後 に 左 右 の
両 側 開 放 部 分 か ら リ タ ー ン 室 ２ 内 に 拡 散 す る 。 ま た 、 リ タ ー ン 室 ２ 内 に 排 出 さ れ た 戻 り 油
は 、 リ タ ー ン フ ィ ル タ ３ を 通 過 す る 際 に 油 中 の コ ン タ ミ ナ ン ト が 除 去 さ れ て 濾 過 さ れ 、 そ
の 後 、 リ タ ー ン ポ ー ト ５ か ら 作 動 油 タ ン ク １ 内 へ 流 入 し 、 作 動 油 タ ン ク １ に 収 容 さ れ る 。
油 圧 ポ ン プ を 駆 動 す る こ と に よ り 、 作 動 油 タ ン ク １ に 収 容 さ れ た 油 は 順 次 出 口 ポ ー ト ６ か
ら 流 出 し て い く 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 し た が っ て 、 本 実 施 の 形 態 に よ る 作 動 油 タ ン ク の 構 造 に よ れ ば 、 受 け 入 れ ポ ー ト ４ か ら
の 戻 り 油 は 、 受 け 入 れ ポ ー ト ４ と リ タ ー ン フ ィ ル タ ３ と の 間 に 設 け ら れ て い る 防 護 部 材 ８
に 一 旦 衝 突 し 、 こ こ で 勢 い が 弱 め ら れ た 後 、 リ タ ー ン フ ィ ル タ ３ に 向 か っ て 流 れ る 形 と な
る 。 よ っ て 、 受 け 入 れ ポ ー ト ４ が リ タ ー ン 室 ２ の ど の 位 置 に 設 け ら れ て い て も 、 受 け 入 れ
ポ ー ト ４ か ら 流 入 す る 戻 り 油 の 圧 力 で 、 リ タ ー ン フ ィ ル タ ３ に 穴 が 開 く と い う よ う な 問 題
が な く な る 。 こ れ に よ り 、 受 け 入 れ ポ ー ト ４ を 自 由 な 位 置 に 設 け る こ と が 可 能 に な り 、 作
動 油 タ ン ク １ を 設 計 す る 上 で の 自 由 度 が 向 上 す る 。 ま た 、 受 け 入 れ ポ ー ト ４ を 、 リ タ ー ン
フ ィ ル タ ３ の 側 面 と 対 峙 す る 位 置 に 設 け る こ と も で き る の で 、 作 動 油 タ ン ク １ の 高 さ 方 向
の 寸 法 を 小 さ く す る こ と も 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 本 発 明 の 精 神 を 逸 脱 し な い 限 り 種 々 の 改 変 を 為 す こ と が で き 、 そ し て
、 本 発 明 が 該 改 変 さ れ た も の に 及 ぶ こ と は 当 然 で あ る 。 例 え ば 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 受
け 入 れ ポ ー ト ４ を リ タ ー ン フ ィ ル タ ３ の 側 面 に 対 峙 さ せ て 設 け た 構 造 を 開 示 し た が 、 図 １
中 に 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 リ タ ー ン フ ィ ル タ ３ の 上 方 に 受 け 入 れ ポ ー ト ４ を 設 け 、 そ の
前 側 に 保 護 部 材 ８ を 設 け た 構 造 に し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 建 設 機 械 の 作 動 油 タ ン ク の 縦 断 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 線 断 面 矢 視 図 。
【 図 ３ 】 同 上 作 動 油 タ ン ク の 部 分 拡 大 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 従 来 の 作 動 油 タ ン ク の 縦 断 面 図 。
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｂ － Ｂ 線 断 面 矢 視 図 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ 　 　 作 動 油 タ ン ク
　 ２ 　 　 リ タ ー ン 室
　 ３ 　 　 リ タ ー ン フ ィ ル タ
　 ４   　 受 け 入 れ ポ ー ト
　 ５ 　 　 リ タ ー ン ポ ー ト
　 ６ 　 　 出 口 ポ ー ト
　 ８ 　 　 防 護 部 材
　 ９ 　 　 本 体 部
　 １ ０ 　 上 下 両 端 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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